
２０２０年度 年主題〈ことばが満たされる〉
0･1･2歳児１２月主題 ｢うれしいね｣ 3･4･5歳児１２月主題 「喜びにあふれて」

月のねがい 月のねがい

◎クリスマスを喜び嬉しい気持ちを感じ合う ◎クリスマスの意味を知り、愛されていることの喜びの中礼拝する

◎寒い冬を健康に過ごす ◎クリスマスの喜びを分かち合うために自分たちにできることを話し合う

◎クリスマスの雰囲気を楽しみ、絵本や歌に ◎寒さの中でも体を動かすことを仲間と一緒に楽しむ

親しむ ◎喜んで賛美したり踊ったりして心を弾ませる

◎興味あることにじっくりと取り組み、うれしさを感じる

１２月の行事予定

2日(水) 持久走予備日
4日(金) クリスマス会予行

12日(土) クリスマス会 弁当日

16日(水) もちつき大会
18日(金) 終園式 (1号午前保育)
19日(土) 誕生会

(めぐみ組 9~12月生まれ)

Ａちゃんのお母さんのお話です。「うちの子、呼んでも返事を
しないんです。あまりにもしないかいら、『なんで？聞こえな
いの？』と聞いたら、『お母さん、何回も同じこと言うから聞
こえないようにしてる！』と言われて、気付かずに言い過ぎ
ていたのかと反省しました。」
そう言えば、園でも「そうそう！言い過ぎちゃうよね…」

と、みんな思い当たる節があります。子どもたちに「お部屋
に入るよ！」「片付けだよ！」などなど、何度も同じことを言
ってしまいます。そしてなかなか動けない子たちに、「ほらほ
ら、急いで！」「もう片付けでしょ！」と、ついつい口うるさ
くなってしまっていたことに気づきました！子どもたちもＡ
ちゃんみたいな気持ちだったのね…と反省です。職員間で
話し合って、「言い過ぎないようにする」「同じことは３回ま
で」など、声掛けの約束事を決めることにしました。そして子
どもたちにも約束事を提案し、子どもたちも了解してくれ、
声掛け大作戦開始！！先生たちがつい言いそうになる言
葉をゴクン！と飲み込むことを意識しだすと、子どもたちも
友だち同士で「もう２回目だ！早く帰ろう！」など、以前より
保育者の声を意識して聞いてくれている？？…ような気が
します(笑)！ ついつい言ってしまう一言、二言、子どもにと
っては余計な言葉なのかもしれませんね。改めて感じる出
来事でした。
さて、子どもたちは１２月にあるクリス

マス会に向けて、それぞれのおけいこ
が始まっています。いつもとは違う形に
なっていますが、子どもたちや保護者
の方々みんなで、クリスマスの意味を知
り、お祝いできたらな…と思います。だんだん寒くなります
が、残り少ない２学期を元気に過ごせるよう、体調を崩さな
いように園でもお家でも気を付けていきましょうね！！ ど
うぞサポートよろしくお願いします。 松元

１月の行事予定

8日(金) 始園式（１号午前保育）
13日(水) 役員会
15日(金) 誕生会(2才以上児１月生)
16日(土) 職員研修
27日(水) おゆうぎ会予行 弁当の日

１号認定児
入園申込み受付開始
１２月１日（火）

ご紹介宜しくお願いします！

今月の聖句 「今日ダビデのまちで、あなたがたのために救い主がお生まれになりました」
ルカ２：１１

今年もクリスマスを迎えようとしています。コロナ禍の中、どのようなクリスマスになるでしょうか。どのよう
にクリスマスを迎えられるでしょうか。
イエスさまがお生まれになった時代は、コロナのような疫病パンデミックはなかったものの、絶対

的権力者が支配する世の中で、人のいのちも尊厳も今ほどに尊ばれない時代でした。男の子の誕
生を望む家庭に女の子が生まれたら捨てても罪に問われない、又、そのように捨てられた女の子を拾
い集め将来の神殿娼婦に育てる業者まで存在するような世界が当時のローマ帝国社会でした。そ
んな中、ユダヤ社会の道徳観は飛び抜けて優れていたと言われています。けれども、そのユダヤ社
会の中でさえ差別があり、多くの人々が苦しんでいました。イエスさまは、そのような矛盾だらけの世
界に神の子として誕生してくださいました。
キリスト教の最大の特徴がそこにあります。神であるお方が人となってくださった。聖書の描く神は下

に降ってくださるお方なのです。その他の宗教は全て上を目指します。人が神を目指します。けれども、
聖書が描く神は全くその逆の道を歩みます。神が人となってくださった。そして、人が経験する痛みや
苦しみに寄り添い、その弱さの中から見えてくる強さを明らかにしてくださいます。クリスマスを迎える時
に、その真理を思わずにはおれません。同時に、このコロナ禍にあっても、イエス・キリストは私たちと
共にいて、私たちを励まし、慰め、力付けて下さるお方なのです。メリー・クリスマス！

協力牧師 池田基宣
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長

クリスマスを迎えるにあたって サンタクロースについて

クリスマスはイエス･キリストの誕生を祝う日です。 サンタクロースの原型になったのは、４世紀初
約２千年前、ベツレヘムの小さな馬小屋でイエス・キ め頃のキリスト教聖職者、聖ニコラウスだと言わ
リストは生まれました。イエスを通して、神様からの れています。伝説によれば、ニコラウスはその相
メッセージを私たち人間に示されました。それは、戦 続財産を貧しく困っている人たちに分け与え、誘
争や餓え、不当な搾取や抑圧に苦しんでいる人たち、 拐された子どもたちを助けたのだそうです。
自分自身の中で葛藤し悩んでいる人たちの希望の光と クリスマスの絵本に”おばあさんのスープ”と
なるためです。 いう絵本があります。（女子パウロ会出版）
私たち保育者は、キリスト教保育を目指す園として、 一人暮らしのおばあさんが、雪の降るクリスマ

いかなる人も希望の光を持ってこの世の中で生きてい スの晩に、小さなお鍋でスープを作りました。食
ってほしいと願い、祈ります。それは見えるものでは べようとしていた時、森からその匂いを嗅ぎつけ
ありませんが、見えないものにこそ大事なことがある てウサギやくま、きつね等次々に訪ねてきます。
ことを信じて保育をし、子どもたちにもそのクリスマ 気のいいおばあさんは小さな皿にスープを分け、
スのメッセージを伝えていきたいです。 皆で食べたと言うお話です。皆で食べたほんの少
☆ひとりひとり神様に命を頂いて生きていること しのスープはとても美味しく、寒さで凍えた体と
☆ひとりひとり大切な働きが与えられていること 心をほんのり温かくしてくれました。
☆いい事も悪い事も選択できる自由が与えられている クリスマスは神様が私たちに贈って下さったメ
こと ッセージを思い出させてくれます。 それは、あな

その自由の中、自分で考え、自分で選択し、自分で実 たも私もみんな神様に愛されているのだというこ
行する時に、自己実現がなされます。その一人一人が と。その喜びをみんなと分かち合うとき、小さな
選択した行いが神様に喜ばれる時、心も体も喜びに満 喜びはもっと大きくなります。そしてもっと幸せ
たされ、希望の光として受け入れられるのです。たと になります。今年も子どもたちや保護者の方々と、
えそれがほんの小さな行いだったとしてもです。 クリスマスの意味を考えお祝いしていきましょう。


